
          

            

       

集

会

の

冒

頭

、

菊

池

喜

彦

議

長

が

あ

い

さ

つ

「

賃

上

げ

を

社

会

全

体

の

も

の

に

す

る

た

め

に

、

社

会

全

体

を

豊

か

に

す

る

こ

と

が

春

季

生

活

闘 

          

 

    

                

   

争

の

役

割

で

あ

る

こ

と

を

再

認

識

し

な

が

ら

釜

石

・

遠

野

地

協

も

連

合

岩

手

と

と

も

に

闘

い

を

展

開

す

る

」

と

決

意

を

述

べ

ま

し

た

。 

              

  

加

。

八

幡

会

長

が

「

働

く

こ

と

を

軸

と

す

る

安

心

社

会

の

実

現

に

向

け

運

動

を

強

化

す 

    

 

続

い

て

連

合

岩

手

の

佐

々

木

副

事

務

局

長

か

ら

２

月

１

５

日

に

開

催

さ

れ

た

「

第

４

４

回

地

方

委

員

会

」

で

確

認

さ

れ

た

「

連

合

岩

手

２

０

２

０

春

季

生

活

闘

争

方

針

」
に

つ

い

て

説

明

が

あ

り

、

引

き

続

き

釜

石

・

遠

野

地

協

の

大

槻

事

務

局

長

か

ら

「

２

０

２

０

政

策

制

度

要

請

」

に

係

る

釜

石

市

・

遠

野

市

・

大

槌

町

と

の

意

見

交

換

に

つ

い

て

報

告

を

行

い

ま

し

た

。 

 

そ

の

後

、

推

薦

議

員

か

ら 

              

        

 

 

活

動

報

告

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

小

野

共

県

議

か

ら

は

、

地

域

医

療

を

テ

ー

マ

に

県

の

医

療

現

場

の

状

況

や

医

大

の

学

費

の

現

状

、

医

師

確

保

対

策

に

つ

い

て

報

告

と

提

言

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

菊

池

秀

明

釜

石

市

議

か

ら

は

釜

石

市

の

人

口

減

少

の

現

状

と

対

策

の

必

要

性

に

つ

い

て

報

告

と

課

題

提

起

が

あ

り

、

三

浦

一

泰

釜

石

市

議

か

ら

は

釜

石

を

元

気

に

す

る

取

り

組

み

や

ラ

グ

ビ

ー

ワ

ー

ル 

              

ド

カ

ッ

プ

の

レ

ガ

シ

ー

の

継

承

な

ど

の

取

り

組

み

に

つ

い

て

報

告

が

あ

り

ま

し

た

。 

続

い

て

各

構

成

組

織

の

課

題

の

共

有

と

し

て

岩

教

組

南

リ

ア

ス

支

部

か

ら

報

告

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

岩

教

組

の

高

橋

副

支

部

長

か

ら

は

、

社

会

問

題

化

す

る

教

職

員

の

過

重

労

働

に

つ

い

て

職

場

の

現

状

な

ど

も

含

め

て

報

告

が

あ

り

、
「

３

６

協

定

の

締

結

」

な

ど

の

課

題

に

つ

い

て

の

提

起

が

あ

り

ま

し

た

。 

最

後

に

、

菊

池

議

長

の

団

結

ガ

ン

バ

ロ

ウ

で

、『

私

た

ち

が

未

来

を

変

え

る

！

す

べ

て

の

労

働

者

の
「

底

上

げ

」「

底

支

え

」「

格

差

是

正

」
と

働

き

方

の

見

直

し

で

！

』

を

ス

ロ

ー

ガ

ン

と

す

る

「

２

０

２

０

春

季

生

活

闘

争

」

を

た

た

か

う

意

思

統

一

を

行

い

、

集

会

を

閉

じ

ま

し

た

。 

              

 

 

連 合 岩 手 釜 石 ・ 遠 野 地 域 協 議 会  

ＮＥＷ Ｓ  ＬＥ ＴＴ ＥＲ   

第１５ 号  

発行人 菊池 喜彦  

編集人 大槻  忍  

２０２ ０年 ３月  Ｎ Ｌ  

釜
石
・
遠
野
地
協
「
２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争 

地
域
討
論
集
会
」
を
開
催 

県
議
・

釜
石

市
議

・

釜
石

市
議
の
活
動

報
告

も
実
施 

 

 

釜

石

・

遠

野

地

協

は

２

月

１

９

日

（

水

） 

１

８

時

か

ら

釜

石

市

「

Ｐ

Ｉ

Ｔ

」

で

「

２ 

０

２

０

春

季

生

活

闘

争

地

域

討

論

集

会

」 

を

開

催

し

ま

し

た

。

集

会

に

は

約

５

０

名 
が

参

加

、
「

２

０

２

０

春

季

生

活

闘

争

方 

針

」
「

推

薦

議

員

団

の

活

動

報

告

」
「

２

０ 

２

０

政

策

制

度

要

請

」

な

ど

を

確

認

、

た 

た

か

う

決

意

を

固

め

あ

い

ま

し

た

。 

 

 

 

連合岩手・佐々木副事務局長が方針を説明  

小野共県議は地域医療の課題を報告  

菊池秀明市議は人口減少問題を報告  

三浦一泰市議は「釜石を元気に！」と訴え  



                               
 

       

        

連

合

岩

手

は

２

月

１

５

日

に
「

第

４

４

回

地

方

委

員

会

」

を

開

催

し

ま

し

た

。 

 
地

方

委

員

会

で

は

「

連

合

岩

手

２

０

２

０

春

季

生

活

闘

争

方

針

案

」「

２

０

２

０

年

度

具

体

的

運

動

方

針

案

」

が

提

案

、

原

案

通

り

確

認

さ

れ

連

合

岩

手

の

２

０

２

０

春

季

生

活

闘

争

が

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。 

                    

        

賃

金

要

求

は

「

平

均

賃

金

の

２

％

分

」「

賃

金

カ

ー

ブ

維

持

分

」「

格

差

是

正

分

」
を

あ

わ

せ

て

１

０

，

５

０

０

円

を

目

安

と

し

て

い

ま

す

。

ま

た

雇

用

形

態

間

格

差

是

正

に

向

け

た

取

り

組

み

と

し

て

は

有

期

・

短

時

間

・

契

約

等

で

働

く

労

働

者

の

待

遇

改

善

と

し

て

企

業

内

最

低

賃

金

の

協

定

締

結

を

め

ざ

し

、

時

給 

                   

ｊ 

  
 

 

     

１

，

１

０

０

円

以

上

、

す

で 

に

１

，

１

０

０

円

を

達

成

し 

た

場

合

は

３

７

円

を

要

求

目

安

と

し

ま

し

た

。 

 

あ

わ

せ

て

「

同

一

労

働

同

一

賃

金

に

関

す

る

取

り

組

み

」

「

治

療

と

仕

事

の

両

立

の

推

進

に

関

す

る

取

り

組

み

」
、 

「

ジ

ェ

ン

ダ

ー

平

等

・

多

様 

        

釜

石

・

遠

野

地

協

は

、

２

月

２

０

日

に

推

薦

議

員

で

あ

る

小

松

正

真

・

遠

野

市

議

を 

囲

ん

で

「

第

２

回

小

松

正

真 

           

       

性

の

推

進

」「

あ

ら

ゆ

る

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

対

策

と

差

別

禁

止

の

取

り

組

み

」「

育

児

や

介

護

と

仕

事

の

両

立

に

向

け

た

環

境

整

備

」

な

ど

を

闘

争

課

題

と

し

て

い

ま

す

。

確

認

さ

れ

た

方

針

を

も

と

に

「

２

０

２

０

春

季

生

活

闘

争

」

を

果

敢

に

闘

い

ま

し

ょ

う

。 

       

市

議

と

の

意

見

交

換

・

報

告

会

」

を

平

和

環

境

遠

野

地

区

労

セ

ン

タ

ー

と

共

催

で

開

催

し

ま

し

た

。 

 

「

意

見

交

換

・

報

告

会

」

に

は

１

５

名

が

参

加

。

小

松

市

議

か

ら

は

昨

年

の

６

月

議

会

以

降

の

活

動

報

告

を

い

た

だ

き

、

参

加

単

組

か

ら

は

職

場

実

態

や

課

題

な

ど

を

報

告

し

意

見

交

換

し

ま

し

た

。 

 

次

回

は

６

月

議

会

前

の

開

催

を

予

定

し

、

さ

ら

に

小

松

市

議

の

活

動

支

援

と

、

市

政

へ

の

意

見

反

映

を

進

め

ま

す

。 

                                      

 

 

賃金要求目安「１０，５００円」 

「底上げ」「底支え」「格差是正」へ  

「
２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争
方
針
」
を
確
認 

 

【賃金要求１０，５００円の考え方】  

①  20 1 9年度連合岩手賃金実態調査での平均賃金の 2％相当  

分の金額を算出  

2 4 3 , 8 10  円  ×  2％  ＝  4 , 8 76 . 2  円  ≒  4 , 9 0 0  円   

②賃金カーブ維持分は、 2 0 1 9年度連合岩手賃金実態調査による

全産業男女計の平均賃金の 4 0歳賃金と 2 0歳賃金の差額を勤続

年数 20年で割り、 1歳あたりの上昇額の平均を算出  

2 5 3 , 3 0 0円（ 4 0歳平均値）－ 1 6 6 , 8 0 0  円（ 20歳平均値）＝   

                             8 6 , 5 0 0  円  

8 6 , 5 00円÷ 20年（勤続年数）  ＝  4 , 3 2 5  円  ≒  4 , 4 0 0  円  

③格差是正分は、連合加盟組合全体平均賃金から、 2 0 1 9年度連

合岩手賃金実態調査での平均賃金を引き  2％相当分の金額を算

出    

( 3 0 0 , 0 0 0円－2 4 3 , 8 1 0円 )×2％  ＝ 1 , 1 2 3 . 8円≒ 1 , 2 0 0  円  

〈 要 求 目安 ： 1 0 , 5 0 0 円  （ ① 4 , 9 0 0 円 + ② 4 , 4 0 0 円 + ③ 1 , 2 0 0  円 ） 〉  

 

 

地

方

委

員

会

で
あ
い
さ
つ
す
る
八

幡

会

長 

遠
野
市
政
へ
の
意
見
反
映
を 

  

 


